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内包型 PEG 化ナノゲル粒子の調整を行った。 
（２） 機能化金コロイド内包型PEG化ナノ
ゲル粒子の調製と物理化学的評価 
PEG 末端にアセタール基を有する PEG 化
ナノゲル粒子の合成は、既報に従い行った。




た後、アルデヒド基と FITC ラベル化 DEVD
ペプチドのシステイン残基とのチアゾリン
形成反応により行った。さらに、金コロイ
ド 内 包 型 PEG 化 ナ ノ ゲ ル 粒 子
（FITC-DEVD-nanogel-GNP）の調製は、既報
の自己還元法により行った。図２にペプチ
ド 導 入 型 PEG 化 ナ ノ ゲ ル 粒 子
（FITC-DEVD-nanogel）および金コロイド内



















































































図 ２ . FITC-DEVD-nanogel ( 黒 ) 、 
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